
サステナブル建築物等先導事業（木造先導型）

下記の要件を満たす木造又は木質化建築物
（公募し、有識者委員会により選定）

③建築基準法上特段の措置を要する一定規模以上のもの
④多数の者が利用する施設又は設計・施工に係る技術等の公開等

木質ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ構造部材を
使用した耐火建築物

【調査設計費】
木造化・木質化に関連する費用の１／２の額

①構造・防火面の先導的な設計・施工技術の導入
②使用する材料や工法の工夫により整備コストを低減させるなどの、
木材利用に関する建築生産システムについて先導性を有するもの

ＣＬＴ工法による木造ホテル

民間事業者、地方公共団体等
●補助対象事業者

●対象プロジェクト

【建設工事費】
木造化・木質化することによる掛かり増し費用
の１／２の額。ただし、上記費用の算出が困難な
場合は、建設工事費の１５％（木造化の場合）、
３．７５％（木質化の場合）

●補助額

木造・木質化等に係る住宅・建築物のリーディングプロジェクトを広く民間等から提案を募り、支援を行うことにより、総合的な観
点からサステナブルな社会の形成を図る。

木造・木質化分野の概要

（１）多様な用途の先導的木造建築物への支援

宿泊施設や事務所等先導的な設計・施工技術が導入される実用的で多様な用途の
木造建築物等の整備に対し、国が木造・木質化に伴う掛かり増し費用の一部を助成。

（２）実験棟の整備への支援と性能の把握・検証

【調査設計費及び建設工事費】
定額 （上限３０百万円）

●補助対象事業者

●対象プロジェクト

●補助額

民間事業者、地方公共団体等

CLT（直交集成板）パネル CLT工法による実験棟

➀木材利用に関する建築生産システム等の先導性
を有すること

➁国の制度基準に関する実験・検証を行うこと
➂公的主体と共同または協力を得て研究を行うこと
➃実験・検証の内容を公表すること
➄実験・検証の一般公開等による普及啓発に資する
こと

下記の要件を満たす木造の実験棟（公募し、有識者
委員会により選定）

《事業実績》 合計67件 （平成22～26年度までの前身事業の実績を含む）
（近年の年度別） 24年度：7、25年度：7、26年度：7、27年度：６、28年度：22（うち実験棟5）
《事業実績》 合計67件 （平成22～26年度までの前身事業の実績を含む）
（近年の年度別） 24年度：7、25年度：7、26年度：7、27年度：６、28年度：22（うち実験棟5）

ＣＬＴ等新たな木質建築材料を用いた工法等について、
建築実証と居住性等の実験を担う実験棟の整備費用
に対し、国が一定の費用を助成。
※平成28年度第2次補正予算において措置。平成29年度予算
においても継続。

平成29年度予算額：
環境・ストック活用推進事業 103.57億円の内数


